
平成１９年新司法試験の結果

法務省大臣官房人事課

１ 合格者数等

( ) 合格者数 １，８５１人1
（参考）
・ 出願者数 ５，４０１人

５，２８０人・ 受験予定者（出願者中，法科大学院を修了した者）の数
・ 受験者数 ４，６０７人（うち途中欠席１０人）

３，４７９人・ 短答式試験の合格に必要な成績を得た者の数

( ) 合格判定2
論文式試験の各科目において，素点の２５％点（公法系科目・刑事系科目は５０点，民事
系科目は７５点，選択科目は２５点）以上の成績を得た者のうち，短答式試験の得点と論文
式試験の得点による総合評価の総合点９２５点以上の１，８５１人を合格者とする（平成１
９年９月１２日司法試験委員会決定）

( ) 合格者の選択科目別人員・割合3

倒産法 ４５６人（２４．６％）
租税法 １００人（ ５．４％）
経済法 １７５人（ ９．５％）
知的財産法 ２９８人（１６．１％）
労働法 ５９１人（３１．９％）
環境法 ９７人（ ５．３％）
国際関係法（公法系） ３０人（ １．６％）
国際関係法（私法系） １０４人（ ５．６％）

( ) 総合評価対象者 ３，４０８人4
※ 短答式試験の合格に必要な成績を得た３，４７９人のうち，７１人は，最低ライン点に達
しない科目があるため，総合評価の対象外

( ) 総合点5
・ 最高点 １３９８．８３点
・ 最低点 ５８６．３２点
・ 平均点 ９４１．６９点

( ) 合格者の年齢別構成6
・ 平均年齢 ２９．２０歳
・ 最高年齢 ５６歳
・ 最低年齢 ２４歳

( ) 合格者の性別構成7
・ 男性 １３３４人（７２．０７％）
・ 女性 ５１７人（２７．９３％）

( ) 合格者の司法試験受験回数8
・ １回目 １２５０人
・ ２回目 ５２５人
・ ３回目 ７６人
※ 対象となる司法試験は，平成１６年度旧司法試験，平成１７年度旧司法試験，平成１８年
度旧司法試験，平成１８年新司法試験及び平成１９年新司法試験である。



( ) 合格者の既修・未修別9
・ 既修者法学部 １０９５人
・ 既修者非法学部 １２０人
・ 未修者法学部 ３４４人
・ 未修者非法学部 ２９２人
※ 受験願書に基づく情報。

２ 論文式試験結果
( ) 論文式試験採点対象者 ３，４７９人1

※ 短答式試験の各科目において，満点の４０％点（公法系科目４０点，民事系科目６０点，
刑事系科目４０点）以上の成績を得た者のうち，各科目の合計得点が２１０点以上の成績
を得たもの（平成１９年６月６日司法試験委員会決定）

( ) 得点2
・ 最高点 ６３６．８９点
・ 最低点 １７６．９６点
・ 平均点 ３９３．９１点

( ) 科目別得点等3

最低ライン試 験 科 目 最 高 点 最 低 点 点未満(人)

公 法 系 科 目 １６４．２３ ２７．９９ ３８

民 事 系 科 目 ２７１．７７ ４１．７８ ６

刑 事 系 科 目 １６２．６３ ２２．７９ ５

倒 産 法 ８３．６５ １５．３２ １７

租 税 法 ７１．７４ ２３．７２

経 済 法 ７６．６７ １３．４７ １
選択科目

知 的 財 産 法 ８４．２７ １６．４６ ２

労 働 法 ８４．３１ １７．４０ １

環 境 法 ７９．２８ １９．３８ ２

国際関係法(公法系) ６７．８１ ２８．６６

国際関係法(私法系) ７０．８５ １９．０２ ３

最低ライン点未満実人員 ７１

(注) 最低点については，無効答案，白紙答案を除く。

３ 参考資料
・ 平成１９年新司法試験総合点別人員調（総合評価）
・ 平成１９年新司法試験論文式試験得点別人員調（合計得点）
・ 平成１９年新司法試験論文式試験得点別人員調（公法系科目）
・ 平成１９年新司法試験論文式試験得点別人員調（民事系科目）
・ 平成１９年新司法試験論文式試験得点別人員調（刑事系科目）
・ 平成１９年新司法試験論文式試験得点別人員調（選択科目）




